
書式第12号 (法第28条関係)

事業報告用

令和2年度 事業報告書

螢:定土堂]趾漉証iL`ゝ中●』:墜艶直三塁連盟 _

1事業の成果
15年 目を迎えた今年度は、昨年度に引き続き、継続している活動の質の向上のために、法人としての土台の改

善。更新を意識し、当連盟において行っている活動の今後の持続性を高めるような環境整備を積み上げている。

また昨年度末より、新型コロナウイルス流行に対する支援施策を検討したり、災害時の子ども支援活動を開始す

るなど時代に応じた事業展開を行っている。

2事業の実施に関する事項
特定非営利活動に係る事業 (事業費の総費用 千円)(

輪一擁範 囲 人数

受益
対象者

事業費
(千円)

定欣 に記載
された
事業名

事業内容 日時 場所
従事者
人数

1)学 校ボランティア
関東学生事務局のポラン
ティア学生が東京周辺の公
立学校と提携し、教育現場
で、子どもの学習支援や遊
びを通じた交流を実施し
た
また、学校が中心となって
実施する地域のお祭りなど
にも参加し、子どもたちヘ
の支援活動を実施した。

今期中随
時

く小学校
>渋谷区
立上原小
学校・千
駄谷小学
校

文京区立
汐見小学
校。明化
小学校

台東区立
千東小学
校・平成
小学校・

東泉小学
校

板橋区立
板橋第四
小学校・

蓮根小学
校・常盤
台小学校
江戸川区
立第六葛
西小学
校・西葛
西小学
校・平井
小学校

大田区立
多摩川小
学校。調
布大塚小
学校

新宿区立
戸塚第一
小学校

57 小学生、
中学生、
学校教職
員

多数 3,935教育活動を支
援する事業。



2)中学校及び高校におけ
る学習支援事業
関東学生事務局及び関西
学生事務局において、ボラ
ンティア学生が中学校・高
等学校と提携し、生徒主体
となるような授業を制作し、
実施した。キャリア教育、課
題研究、現代文などの領域
で実施している。
また、通年で提携校に参与
し、特定の教科に関する授
業のサポートも実施した。

3)感染症流行下および災 |

害発生時での、小中高生を |

対象としたオンラインでの |
学習支援活動     |
①新型コロナウイルス感染 |
症に伴う全国的な一斉休  |
校措置を受け、長期休業 |
期間中の子どもたちの学習 |
をオンラインで支援する企
画「RQE SCH00L」を実|
施した。

②一斉体校終了後、他の
教育系NК)団体と連携し、
オンラインで全国の小学生
を中心とした子どもたちに
対する長期的な学習支援
を実施した。

③豪雨災害で大きな被害
を受けた熊本県球磨村の
中学生を対象に、オンライ
ンで学習支援を実施した。

4)福島県南相馬市復興支
援事業
①他の教育系NIЮ団体と
連携し、全国の小中学生を
対象にキャリア教育をテー
マにしたイベント(全3回)を
ワークショップ形式で実施
した。

②被災地支援を行うNK)
団体と連携し、対面とオンラ
インを活用したハイプリッド
体制による学習支援を実施
した。
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く中学校
>足立区
立六月中
学校

町田市立
堺中学校

私立佼成
学園中等
部

私立聖学
院中学
校。高等
学校

私立KI℃
おおぞら
高等学院

私立同志
社中等学
校・高等
学校
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中学生。
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学生
学生
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1)Rく】E関東教育フォー
ラムの実施

「どうなる?大学入試～改
革延期の今、何が必要
か～」と題して、教育フォー
ラムを開催した。

2)関西教育フォーラムの実 |

「先生はどう働き、子どもは |

どう学ぶか―コロナ禍で聞う |

学校のあり方―」と題して、 |
教育フォーラムと題して、教 |

育フォーラムを開催した開 |

墜‐招
災教育実践交流会の

|

全国の防災や防災教育に
関する実践を募集し、専門
家による講演会とポスター
発表を実施した。

4)震災X教育をテーマにし
たイベントの実施
「震災がもたらした新しい教
育の形～東北から全国に
広めよう～」をテーマに、被
災地支援を行うNPO職員を
招いてイベントを実施した。

5)大学生向け教育セミ
ナーの実施
①「子どもと社会を繋げるモ
ノは?～コロナで変わるシ
ティズンシップ教育～」を
テーマに現役教員と大学
教授を招き、イベントを開催
した。

②「笑いでつくる授業の下
地～芸人先生のコミュニ
ケーション術～」をテーマに
現役教員を招き、イベントを
開催した。

②「『私立学校の先生』とい
う仕事」をテーマに私立学
校校長経験者と若手教員
を招き、イベントを実施し
た。

③「AIxwi血コロナ時代の
教育を考える」をテーマに
文科省職員・教育系企業
で働く社会人。現役教員を
招き、イベントを実施した。|

④「ブラック校則～校則の
見直しとプラック校則変革
の可能性～」をテーマに弁
護士をはじめとする有識者
を招き、イベントを実施し
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教育同事死戸
情報を提供・普
及する事業(

亀

⑤「ミツカルキャリア
EDUC」臣ER」 をテーマ
に、教育関係の企業で働く
社会人を複数人招きイベン
トを実施した。

萄郵晴葵畷丁石あ管理=
運営
全国の教育実践〔授業実
践・学級運営なとヽ を共有
サイト「EDUPEDI▲」 Iこ集
1約・分類した

12)教員志望者向けWebサ
|イトの管理運営
1教員志望の学生向けの
I Webサイト「EDUttDIA br
lSndent」 の運営を行った。

8′30
10ノ:31

12/13
2吃 1

否爾下匿
時

今期中随
時

オンライ
ン

牙フ爾戸
ン
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ン

12

30

10

大学生

琢貰司

「
育関係者

教職志望
者
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この法人の浩
動および関連
数情報を広報
する事業。

教育に資する
調査・研究事
業。

1,当 団体ホームペーシの

管理運営

2)ラジオにおける活動発信

3)当 団体の継続支援者募
集キャンペーン「ろじぇサ
ポ」の実施

可爾藝葺げヲ石戻顧籍
症流行に伴う、大学進学お
よび在学についての実態
調査を計3回にわたり継続
的に実施した。

2)新型コロナウイルス感染
症流行下において実施し
た当団体の取り組みを事例
とし、対面。オンラインの両
方を活用した効果的な学
習支援体制の構築に関す
る研究成果を発表した。

今期甲随
時

今期中随
時
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事業 名

出版事業 今期は、実施せず 3



活 動 計 算 書

特定非営利活動法人日本教育再興連盟

[税込](単位 :円 )
自 令和2年 .1月 1日  至 令和3年 3月 31日

特定非営利活動
に係る事業

その他の事業    合計

【経常収益】

【受取会費】
正会員受取会費
賛助会員受取会費

【受取寄付金】
受取寄付金

【受取助成金等】
受取助成金

【事業収益】
受託事業収益

【その他収益】
受取 利息
雑 収 益
経常収益 計

【経常費用】

【事業費】
(人件費)
臨時雇賃金

人件費計

(その他経費)
業務委託費
諸 謝 金
印刷製本費 (事業 )

会 議 費 (事業)
旅費交通費 (事業)

通信運搬費 (事業)

消耗品 費 (事業)
賃 借 料 (事業)
租税 公課 (事業)
支払手数料 (事業)
広告費 (事業)

その他経費計

事業費 計
【管理費】

(人件費)

法定福利費
人件費計

(その他経費)

諸謝金

印刷製本費

会 議 費
旅費交通費

通信運搬費

消耗品 費
水道光熱費

地代 家賃
広告宣伝費

租税 公課
支払手数料

雑   費
その他経費計

管理費 計
経常費用 計
当期経常増減額

42,000

309,000

1,179,066

6,250,000

3,187,366

81

76,500

42,000

309,000

1,179,066

6,250,000

3,187,366

81

76.500

11,044,013 0 11,044,013

789,600 789,600

789,600 0 789,600

308,738

2,138,250

3,650

92,012

357,950

163,798

1,620,107

109,626

1,000

143,940

153,030

308,738

2,138,250

3,650

92,012

357,950

163,798

1,620,107

109,626

1,000

143,940

153,030

5,092,101 0 5,092,101

5,881,701 0 5,881,701

1,728                             1,728
1,728 0 1,728

132,000

370

37,160

39,655

121,008

134,314

98,663

880,000
5,999

70,010

37,995

28,640

132,000

370

37,160

39,655

121,008

134,314

98,663

880,000
5,999

70,010

37,995

28,640

1,585,814 0 1.585,814

1,587,542 1,587,542

7,169,2・ 13                0        7, ,69,243

3,574,770                 0        3,574,770



活 動 計 算 書

特定非営利活動法人日本教育再興連盟

[税込](単位 :円 )
自 令和2年 ,1月 1日  至 令和3年 3月 31日

耶齋蕩 頂面
~~~~~~~~

経常外収益 計
【経常外費用】
経常外費用 計
税引前当期正味財産増減額
当期正味財産増減額

前期繰越正味財産額

次期繰越正味財産額

0 0

0

3,574,770 0 3,574,770

3,574,770

5,476,593

3,574,770

5,476,593

9,051,363 0 9,051,363



貸 借 対 照 表
特定非営利活動法人日本教育再興連盟 [税込](単位 :円 )

の 負 債 止 味 財

科 今 科   日

Ｏ
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金
金

払
り

未
預

前期繰越正味財産

当期正味財産増減額 770
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8,856,311
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【流動資産】
(現金・預金)
現   金
普通 預金
現金 。預金 計
(その他流動資産)
預け金
その他流動資産 計
流動資産合計

154



財務諸表の注記
特定非営利活動法人日本教育再興連盟 今和 3年 3月 3 1日 瑚存

【重要な会計方針】
計算書類の作成は、NЮ法人会計基導 (2010年7月 20日 2017年 12月 12日 最終改正 NЮ法人会計基準協議会)によっ
ています。

(1).施設の提供等の物的サービスを受けた場合の会計処理

施設の提供等の物的サービスは受けていません。

(2)_ポ ランティアによる役務の提供
ボランティアによる役務の提供はありましたが、その役務の提供に関する会計上の処理は行わず、
計算書類の注記も活動計算書の計上もしていません。

(3).消費税等の会計処理
消費税等の会計処理は税込経理方式によつています。

【事業費の内訳】
事業費の区分は別紙の通りです。

【使途等が制約された寄付等の内訳】
使途等が制約された寄付等の内訳は以下の通りですt当法人の正味財産は9,051,363円 ですが、そのうち3,007,368円 はそれぞ
れ 下記の備考にある事業だけに使用するよう制約されています。
したがって、使途が制約されていない正味財産は6,043,99511で す。

[税込 :(単位 :円 )

内容 期首残高 当期増加額 当期減少額 期末残高 備 考

日本児童教育振興財団

大塚商会ハー トフル基金

真如苑 (2019年度事業)

真如苑 (2020年度事業)

jcoin(～ 2021.5)

匿名基金A

JR

学習支援活動への寄付

0

0

272,37.1

0

0

0

700,000

0

2,000,000

300,000

0

`!60,000

1,740,000

1,500,000

0

13,0()0

2,000,000

5,000

272,374

276.530

I、 136,266

0

366,174

3,050

0

295,000

0

183,170

603,734

l,500,000

333,826

9,950

先生のための教育事典
EDtPEDIA運 営事業の助成金

被災地支援事業 (ス タディー
ツアーの実施)の助成金。翌
期に使用予定。

防災教育事業の助成金

防災教育事業の助成金ぉ翌期
に使用予定。

オンライン学習支援事業の助
成金。翌期に使用予定。

子どものオンライン体験活動
支援事業の助成金。翌期に使
用予定。

防災教育事業の助成金。翌期
に使用予定。

東 I!本大震災及び原発事故、
新型コロサウイルス流行で学
習が中断された子どもたちに
向けた学習支援活動に対する
寄付c翌期に使用予定。

合 計 972.374 6,013,(X)0 4.059.394 2.925.980

【役員及びその近親者との取引の内容】
役員及びその近親者との取引は以 ドの通りです。

[:増受‐1△11 (ミユイ」と:II」 )

科 目
財務諸表に計上さ
れた金額

内、役員との取引
蹂
奨彗菅傍醸奇

(活動計算書 )
正会員受取会費

活動計算書計

42.000

1

42,0001

42.000 ・:2.0001 0

【その他特定非営利活動法人の資産、負債及び正味財産の状態並びに正味財産の増減の状況を明らかにするために必要
な事項】



財 産 目 録
特定非営利活動法人日本教育再興連盟
全事業所

[税込](単位 :円 )

令和3年 3月 31日 現在

【流動資産】
(現金・預金)
現   金
普通 預金
現金・預金 計

(その他流動資産)

預け金

その他流動資産 計
流動資産合計

資産合計

《資産の部》

163,088

8,856,311

9,019,399

98,755

98,755

《負債の部》

68,599

△  1,808

9,118,154

ｌ

金

金

債流動負
払

り

未

預

66,791

9,118,154

66,791
流動負債合計

負債合計

正味財産 __望,■墜=墨■



書式第18号 (法第28条関係 )

事業報告用

令和2年度年間役員名簿 (前事業年度において役員であったことがある全員の氏名及び住所又は居所土びに
これらの者についての前事案年度における報酬の有無を記載した名簿)

特庁非営利活動法人  日本教育再興連閣

1 確認事項 (法第20条及び第21条を確認の上、チェックを入れてください。)

□以下の役員には、欠格事由者が含まれません。(法第20条関係)
□各役員について、親族の規定に違反していません。(法第21条関係)

2役 員一覧

役名
どちらかにO

(フ リガナ) 前事業年度内の

就任期間
報酬を受けた期間
(該当者のみに記入)氏 名

´́
~ヽ

c鷲ォ監事
カゲヤマヒデオ 令和 2年 4月 ]H

令和 3年 3月 31日陰山英男

o・
監事スズキヒロシ 令和 2年 1月  lH

令和 3年 3月 31口鈴木 寛
´́
~ヽ

r理事〕・監事~/
アベイカル 令i121: 4Л  tH

令和 3年 3月 31ロ阿部 活
⌒

健:Iナ監事
スズキアキラ 令和 211:4月 lH

令和 3年 3月 31ロ鈴木 映
⌒

Qツ監事
ビライマサト 令和 2年 4月 1日

令和 3年 3月 81ロ平井 正人
⌒

c勇ノ
・監事

スミヨシショウタ 令和 2年 1月 1日

令和 :3年 3月 31ロ住吉 翔太
′´
‐
ヽ

cサ監事
イトウシュン 令和 2年 ■月 1ロ

令和 3年 3月 8]Π伊藤 駿
⌒

f理事 卜 監 事
~/

コウザキタツヤ 令和 2年 4月 1日

令和 3年 3Л 31H神前 達哉
⌒

efソ
監事 オオノハナヨ 令和 2年 4月 lロ

令和 3年 3月 31H大野 花代

10
⌒

`理

事}監事
｀ /

イシカワアキト 令和 2年 4月 lロ

令和 3年 3月 31H石川 瑛士

11
⌒理事にッ

コバヤシ ミユキ 令和 2年 4月 1ロ

令■13年 3月 81H小林 実由貴

12
′́｀ヽ

■に事ヽ
_ヽノ

理 事

カンノユウタ 令和 2年 4月 1日

令和 :メi:(3月 3111菅野 祐太



書式第 4号 (法第 10条 。第 28条関係 )
設立・事業報告用

社 員 名 簿 (社員のうち 10人以上の者の名簿 )

特定非営利活動法人_』塾」:堕E』困連盟____

氏    名

陰山 英男

2

鈴木 寛

3

阿部 活

4

鈴木 映

5

平井 正人

6

住吉 翔太

7

伊藤 駿

8

神前 達哉

9

大野 花代

10

石川 瑛士

11

12


